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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

· 高橋　義明様～捕食のＭＡ－８本日の夕～中止となり、エンシュア・リキッドが3本/3　　　　　　　

×で3日分処方となる。

・鈴木　文代様～排便―6日にてケンエーＧ浣腸60ml　1個処方となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。対面時に「7月中に退院します」と発言されている。性的発言は聞かれない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～時間隔離中。自室からリネンを廊下に出したり、他者への付きまといみられ、介入にも止められず。詰所のドア叩き、ドア蹴り等の迷惑行為頻回にあり。10：30田名部Dr指示にて終日隔離となる。引き続き、精神症状の観察を行い、他者とのトラブルのないよう看護介入を行なっていく。

・猪石　和宏様～終日隔離中。本日より午前・午後各1時間毎の開放観察となる。開放中は電話制限について問うことあるが、不満等の発言はなく、易怒性、興奮なく経過。入室にも拒否なし。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・木村　格治様～本日は食事は各食全量摂取しており、嘔気の訴え等はない。

・小笠原　澄子様～食事は朝、主食1/2、副食2/3、昼食は自力で全量摂取。帰宅要求はないが、「名川病院へ行きます」と訴え聞かれている。

・泉山　和弘様～覚醒状態悪く、食事摂取出来ずにいるため、深澤Dr報告。点滴2日分処方となっている。バイタル異常はない。

・百澤　豊子様～本日、入浴され、発疹は軽減見られている。臨時薬のフェキソフェナジンは同内容で8日分処方となる。

・池野　功一様～胃管チューブ自己抜去頻回にみられ、昼食時はCZ-Hiを経口摂取。むせ込みはない。深澤Drより今後、経口摂取で経過観察の指示となる。

・高橋　義明様～食事は不食から1/2摂取されている。本日の夕から捕食のＭＡ-８からエンシュア・リキッドへ変更になり、3×3日分処方となる。

＜新入院患者情報＞

氏名：石井　すみ（いしい　すみ）様

 　生年月日：大正10年4月11日（96歳）

 　　　性別：女性

 　　主病名：アルツハイマー型認知症、せん妄、レストレックス症候群

 　　　病棟：東病棟

 　入院形態：医療保護入院予定

 　　主治医：深澤Ｄｒ

（経過）

　現在、南部町にあるＧＨあかずきんへ入所中。

詳細な時期や認知症治療経過については不明であるが、夜間不眠、足のしびれを訴え一晩中大声で叫び、夜間不眠、日中も眠らない状況があり、南部病院にて投薬治療を行っていた。しかし、症状改善なく今回、三戸中央病院にて深澤Ｄｒの診療の際に受診。

診察の結果、専門医療機関での入院治療を勧められ、家族も希望されたことから、平成29年6月27日12：30東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

＜備考＞

　※平成28年10月大腿骨骨折し手術施行、車椅子生活。

　※LTセットＢ・オムツセット2

※退院先はＧＨではなく、施設入所を検討している。

